
委員会報告

１
０
０
人
超
の
規
模
で
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

旅
行
会
社
・
関
連
企
業
36
社
と
18
大
学
が
参
加

〈
受
入
企
業
〉

ア
ビ
ア
レ
ッ
プ
ス・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・ガ
ー
デ
ン
、ア
ル
パ
イ

ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
、A
N
A
セ
ー
ル
ス
、エ
ス
テ
ィ
ー
エ
ー

ト
ラ
ベ
ル
、エ
ヌ
オ
ー
イ
ー
、エ
フ
ネ
ス
、沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
、

小
田
急
ト
ラ
ベ
ル
、カ
ー
ニ
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
、近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
、近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個
人
旅
行
、グ
ア
ム
政

府
観
光
局
、K
N
T-

C
T
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、ゴ
ー

フ
ォ
ー
イ
ッ
ト
、ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
ツ
ア
ー
ズ
、J
T
B
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
、J
T
B
関
東
、J
T
B
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ
ル
、J
T
B
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
、J
T
B
国
内
旅
行
企
画
、J
T
B
ワ
ー
ル
ド
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
、T
E
I
、テ
ィ
ー
・
ゲ
ー

ト
、東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
、東
日
観
光
、ト
ッ
プ
ツ

ア
ー
、ト
ラ
ベ
ル
プ
ラ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、日
本
旅

行
、農
協
観
光
、阪
急
交
通
社
、ビ
ー
エ
ス
観
光
、び
ゅ
う

ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
、ミ
キ
ツ
ー
リ
ス
ト
、郵
船
ト
ラ
ベ
ル
、ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
ツ
ア
ー
ズ

〈
参
加
大
学
〉

青
山
学
院
大
学
、亜
細
亜
大
学
、跡
見
学
園
女
子
大

学
、桜
美
林
大
学
、産
業
能
率
大
学
、首
都
大
学
東
京
、

成
城
大
学
、中
央
大
学
、筑
波
学
院
大
学
、帝
京
大
学
、

東
海
大
学
、東
京
国
際
大
学
、東
洋
大
学
、文
教
大
学
、

明
治
大
学
、明
星
大
学
、立
教
大
学
、早
稲
田
大
学

ツーリズム産業の
仕事と魅力を体験

　

J
A
T
A
は
8
月
18
日
か
ら
28
日
ま
で
の
土

日
を
除
く
9
日
間
に
わ
た
っ
て
、
旅
行
会
社
と

旅
行
関
連
企
業
と
の
合
同
に
よ
り
大
学
生
を
対

象
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し

た
。
観
光
局
や
保
険
会
社
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
、
添
乗
派
遣
会
社
な
ど
学
生
を
受
け
入
れ

た
企
業
数
は
36
社
で
、
18
大
学
か
ら
1
0
3
人

の
学
生
が
参
加
し
て
お
り
、
J
A
T
A
が
実
施

す
る
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
1
0
0
人
規

模
と
な
っ
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　
9
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
旅
行
産
業
へ
の
就
業
意
欲
を
高
め
、

現
場
を
知
る
こ
と
を
通
じ
て
求
人
側
と
求
職
側

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
止
し
、
必
要
な
人
材
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

旅
行
業
界
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
、
旅
行
会
社
各
社
が
個
別
に
受
け
入
れ
を

行
っ
て
き
て
い
る
ほ
か
、
2
0
0
8
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
観
光
庁
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
、
J
A
T
A
会
員
の

旅
行
会
社
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
て
き
て
い
ま

す
。

　
J
A
T
A
で
は
昨
年
初
め
て
、
集
合
導
入
教

育
や
業
態
・
規
模
の
異
な
る
2
社
で
職
場
体
験

が
で
き
る
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

て
お
り
、
今
年
は
、
昨
年
の
ト
ラ
イ
ア
ル
に
続

く
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
学
生
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
各
大
学
に
対
す
る
早
期
の
周
知

を
図
る
一
方
、
旅
行
業
界
を
幅
広
く
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
旅
行
会
社
以
外
の
旅
行
関
連
企

業
に
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
呼

び
か
け
、
規
模
と
内
容
の
充
実
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　
参
加
学
生
ら
は
、
8
月
18
日
と
19
日
の
両
日

に
東
京
・
霞
が
関
の
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で
集

合
導
入
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
後
、
20

日
〜
22
日
と
25
日
〜
27
日
の
6
日
間
に
わ
た
り

業
態
の
違
う
2
社
で
各
3
日
間
の
就
業
体
験
を

行
い
、
28
日
の
実
習
の
振
り
返
り
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
終
え
ま
し

た
。

　

18
日
の
集
合
導
入
教
育

で
は
、
観
光
庁
観
光
産
業

課
の
石
原
大
課
長
が
「
観

光
立
国
を
担
う
若
者
た
ち

へ
の
期
待
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、

J
A
T
A
の
越
智
良
典
事

務
局
長
が
「
旅
行
業
の
魅

力
と
旅
の
力
」
に
つ
い

て
、
日
本
旅
行
広
報
室
の
矢
嶋
敏
朗
室
長
が

「
旅
行
産
業
の
実
際
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
、
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
庁
の
石
原
課
長
は
、
2
0
2
0
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に

向
け
た
観
光
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
一

方
、
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
観
光
立
国

に
つ
い
て
、
⑴
国
際
観
光
の
推
進
は
わ
が
国
の

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
強
化
す
る
も
の
、
⑵
観
光
は

少
子
高
齢
化
時
代
の
経
済
活
性
化
の
切
り
札
、

⑶
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、

⑷
観
光
立
国
に
よ
り
国
民
が
誇
り
と
自
信
を
取

り
戻
す
、と
いっ
た
意
義
を
強
調
し
、観
光
立
国

の
実
現
に
向
け
て
将
来
に
わ
た
り
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
旅
行
業
界
を
目
指
す
学

生
ら
の
姿
勢
と
意
欲
に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

「観光立国」の意義を強調し、インターンシップへの参
加学生らに期待を示した観光庁の石原課長

インターンシップの集合導入教育プログラムでは、専門家に
よるビジネスマナー研修なども実施されました


